
スケジュール案（スマートシティに関する評価指標等の見直しの
検討）

項 目 R3年度第2四半期 R3年度第3四半期 R3年度第4四半期 R4年度～

評価指標の充実に
関する検討

成果の施策への反映

指標見直しの検討

（2月）

指標充実の検討

更なる指標の充実につ
いて継続的に検討

自治体、民間の取
組事例（内容・水準
等）の情報取集

定義水準等の詳細検討

継続的な情報収集体制
の検討・構築

人材育成等に関す
る施策の検討

人材像、育成策等につ
いて継続的に検討

人材育成、大学等
の地域拠点の取組
事例の情報収集 継続的な情報収集体制

の検討・構築

国の施策の状況を
把握

国施策の状況の
情報収集・整理

継続的な情報収集体制
の検討・構築

検討会の開催

既存情報の
収集・整理

既存情報の
収集・整理

（10月） （12月）

既存情報の
収集・整理

改革工程表
2021に反映

評価指標
設定指針

→関係事業で参考として活用
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【社会資本整備等：新しい時代に対応したまちづくり、地域づくり】

政策目標：政令指定都市及び中核市等を中心に多核連携の核となるスマートシティを強力に推進し、企業の進出、若年層が就労・居住し
やすい環境を整備するとともに、立地適正化計画及び地域公共交通計画の作成促進や策定された計画の実現を通じ、まちづく
りと公共交通体系の見直しを一体的に進める。
①社会のＤＸ化による地域サービス等の進展や新技術活用による新たな価値創出に資する基盤を構築するとともに、都市マネ
ジメント高度化等による社会課題解決を目指す取組への民間企業・市民の参画状況を向上させる。このため、デジタル基盤、
運営体制、人材等のスマートシティ推進の基盤整備を図るとともに、質的な効果に着目した活動・サービス推進を通じ、住民
満足度の向上、産業の活性化、グリーン化の実現など社会的価値・経済的価値、環境的価値等を高める多様で持続可能な都市
が各地で形成され、国内外に紹介できる優良事例を創出する。

KPI第２階層 KPI第１階層

○データガバナンス体制を整備したスマートシ
ティ数

〇サービス分野毎のオープンデータ数
○データ連携・ガバナンス等に関する研修の参加者数

○都市ＯＳを介したデータ連携都市数

１．政策体系の概要

〇一定の知識を持つスマートシティ運営従事者
数
〇行政、運営組織のスマートシティ担当者数

〇都市ОＳ（データ連携基盤）の導入地域数

〇スマートシティ数

〇スマートシティ構築を先導する人材数
○スマートシティの人材育成プログラムの受講者数

〇ー（次年度以降に客観的指標を設定）

〇スマートシティに取組む自治体および民間企業・地域団体の
数（官民連携プラットフォームの会員・オブザーバ数）
〇優良モデル、課題解決策に関する質の高い情報発信数

〇スマートシティサービスの運営組織数
○スマートシティに参画している地域連携組織数
（CivicTech組織、リビングラボ等）
○市民・関係人口のスマートシティの活動への（認
知・浸透）参画の促進数

○ＡＰＩカタログ上でのＡＰＩ公開件数 ○ＡＰＩカタログを公開した都市数

○スマートシティにおけるサービスに関する評価指標の設
定件数

〇ー（次年度以降に客観的指標を設定）
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【社会資本整備等：新しい時代に対応したまちづくり、地域づくり】

政策目標：政令指定都市及び中核市等を中心に多核連携の核となるスマートシティを強力に推進し、企業の進出、若年層が就労・居住し
やすい環境を整備するとともに、立地適正化計画及び地域公共交通計画の作成促進や策定された計画の実現を通じ、まちづく
りと公共交通体系の見直しを一体的に進める。
①社会のＤＸ化による地域サービス等の進展や新技術活用による新たな価値創出に資する基盤を構築するとともに、都市マネ
ジメント高度化等による社会課題解決を目指す取組への民間企業・市民の参画状況を向上させる。このため、デジタル基盤、
運営体制、人材等のスマートシティ推進の基盤整備を図るとともに、質的な効果に着目した活動・サービス推進を通じ、住民
満足度の向上、産業の活性化、グリーン化の実現など社会的価値・経済的価値、環境的価値等を高める多様で持続可能な都市
が各地で形成され、国内外に紹介できる優良事例を創出する。

KPI第２階層 KPI第１階層

１．政策体系の概要

○スマートシティで構築された社会領域サービス数
-社会領域（モビリティ、防災／防犯、インフラ／施設、
健康／医療、教育、行政 等）
○スマートシティで構築された経済領域サービス数
-経済領域（産業／経済 等）
○スマートシティで構築された環境領域サービス数
- 環境領域（環境／エネルギー 等）

（社会領域）※２
-未来技術の実装により、地域に住む誰もが

利便性の高い生活を送り続けることができる地
域社会の実現
-官民のモビリティ関連データの連携の基盤

の構築
-教育の質向上のための環境整備

（経済領域）※２
-働く者にとって効果的なテレワークを推進

（環境領域）※２
-地域の脱炭素化の推進

※２：社会・経済・環境領域におけるスマートシティ
サービスの分野ごとの施策の進捗・効果等について、
必要に応じ、関連する政府計画の指標・目標等と連携
させる。

２．狙い

３．具体的な検証項目

担当府省 対象施策 工程表の箇所 確認するエビデンス等 予定 必要なデータ例

3
内閣府
（CSTI)

スマート
シティ

社資13
(p68-70)

・スマートシティの構築による社会的価値、
経済的価値、環境的価値への影響（どのよ
うな効果が発現するか）及びスマートシ
ティの活動状況等との関係
・ＫＰＩやモニタリング指針等の先行例

R4～：指標充実・あり方、継続
的データ取得手法等の検討 等
関係事業で評価指標指針を参考
として活用。先進事例をガイド
ブック改訂等により横展開

・社会（教育、健康）、経済（雇用、買物）、
環境（移動、防災）などの指標設定事例 等
・自治体、民間の取組（内容・水準）、大学
等の地域拠点、人材育成等の活動の情報 等
・国、自治体でのケーススタディによる試行

１）スマートシティの地域での取組の現状・水準を把握 ２）取組推進に向けた国の施策の状況を把握
３）地域・国における取組成果の効果的な評価方法について継続的に検討・充実を図る

「１２．スマートシティの推進」については、ＥＢＰＭアドバイザリーボードと連
携を図りつつ、ＫＰＩ指標の数値を調査、分析、妥当性の検討を行い、達成を目指
す便益を把握するための指標の導入や質的指標の導入等をはじめとしたＫＰＩ指標
となるようロジックモデルの見直しを必要に応じて行う。なお、ＫＰＩ指標の算出
の際、適切な評価を行うために調査方法に留意する。

工程
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